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 要 旨   
過体重または肥満であるアメリカ人の数は、流行の域に達している。体重増加は健康問題

と増大した医療費に関連する。今回、体重増加に対する飲酒の役割を調査するために、 
国家アルコールおよび関連調査 1・2 を使い分析した。アルコールは嗜好品だけではなく、

代謝機能や認知機能を障害しかねない高カロリー飲料である。男性と女性とでは、摂取す

るアルコールの種類と量、飲酒による生物学的影響そして肥満による影響が異なるため、

性別で異なる結果が予想される。飲酒と体重に影響する、時間によらずかつ観察されない

因子を調整するために、体格指数 (BMI) と飲酒 (頻度と量) の第一相違モデルを使用する。

増加した飲酒の頻度と量は、男性において統計的に有意だが小さな体重増加と関連したが、

女性においては関連しなかった。さらに第一相違モデルの結果は非常に小さく、ベンチマ

ーク・プール断面評価で比較においても幾分異なった。 
 

 




